
セミナーのお知らせ 

第１２回岩手大学作物学研究室セミナー・第１３回植物生命科学セミナー 

演題：「作物のモデルベース開発：作物を自動車の 
ようにデザインし、高速に改良する」 

講師：岩田 洋佳（東京大学大学院 農学生命科学研究科・准教授） 

日時：201８年 7 月３１日（火）16：00～17：30 
場所：７番講義室（岩手大学農学部） 
 

2050年までに90億を超えると推計される世界人口を支えるには、今後、従来比で38%増で主要

作物を生産する必要がある。この目標を限られた資源のもとで達成するには、育種を高度に効率

化する必要がある。本講演では、ゲノム情報などをもとに、作物育種を効率化・高速化する方法に

ついて紹介する。  

 

ゲノミックセレクションへの期待  

数千〜数十万の DNA 多型をもとに優良個体を選抜するゲノミックセレクション（GS）が動植物の育

種に利用されている。GS では、選抜を行う際に栽培試験を行う必要がない。したがって、人工環

境等を用いて世代促進を行いながら選抜を繰り返すことで育種を高速化できる。GSは乳牛育種で

大きな成果を上げ、植物の育種でも、選抜に時間を要する永年生の果樹や林木だけでなく、一年

生の穀物や野菜でも、育種の効率化・高速化に貢献すると期待されている。  

 

ゲノミックセレクションの限界とその打破への試み  

ゲノミックセレクションは一般にゲノム情報のみを入力とするために環境変化に対応することができ

ない。異なる環境における作物の応答を予測して選抜するためには、植物の環境応答をモデル化

し、そのモデルのもとにシミュレーションなどを行って、環境適応能力を評価する必要がある。本講

演では、自動車や航空機の開発に用いられているモデルベース開発（MBD）とよばれる手法をゲノ

ミックセレクションと融合し、その限界を打破する試みについて紹介する。 
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本セミナー終了後に，講師の先生を交えた懇親会を実施いたします．こちらにも奮ってご参加ください（参加
費 2000 円，ただし学生 500 円）．参加希望の方は，下記，アドレスに 7/27（金）までにご連絡ください． 

 

連絡先 

    岩手大学農学部 下野裕之 
 TEL/FAX : 019-621-6146 Email : shimn@iwate-u.ac.jp 


